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徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
回
〉

り
論
文
E

竹
安
繁
治
「
大
阪
町
人
思
想
史
の
一
鞘
ー
—
学
問

意
識
と
身
分
意
識
ー
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
15
号
・
昭
和

三
十
九
年
）

本
論
文
は
、
近
世
大
阪
に
お
け
る
町
人
思
想
の
一
面
を
、
懐
徳
堂
を
中

心
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
視
点
は
、
①
近
世
庶

民
階
級
に
お
け
る
学
問
意
識
の
発
達
は
、
封
建
的
身
分
意
識
に
対
す
る
学

問
意
識
の
対
抗
、
ひ
い
て
は
後
者
に
よ
る
前
者
超
克
の
過
程
に
認
め
ら
れ

る
、
②
そ
れ
は
具
体
的
に
ほ
庶
民
学
者
に
お
け
る
専
業
・
兼
業
の
問
題
と

し
て
顕
現
し
て
い
る
、
③
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
経
済
的
発
達
と
い
う
現
実

的
基
盤
を
前
提
と
し
て
い
る
、
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ま
ず
懐
徳
堂
の
定
約
か
ら
そ
の
学
問
観

を
検
討
し
、
特
に
壁
書
第
六
条
か
ら
、
庶
民
の
学
問
の
在
り
方
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
四
つ
の
型
を
尊
き
出
す
。
即
ち
、
第
一
は
一
般
庶
民
の
学

問
、
第
二
は
、
一
定
の
生
業
が
学
問
以
外
に
予
想
さ
れ
る
同
志
と
し
て
の

学
問
、
第
三
は
学
問
を
専
業
と
し
て
世
に
処
す
る
者
の
学
問
、
第
四
は
庶

民
学
の
否
定
態
と
し
て
の
学
問
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
べ
き

庶
民
学
者
の
態
様
と
し
て
は
前
の
三
つ
の
型
が
望
ま
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ

の
こ
と
こ
そ
身
分
意
識
に
対
す
る
学
問
意
識
の
優
越
を
意
味
す
る
、
と
筆

者
は
指
摘
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
か
ら
第
二
、
更
に
第
三
の
型
へ
、
と

い
う
の
が
一
般
に
学
問
意
識
展
開
の
過
程
で
あ
り
、
か
つ
第
二
（
兼
業
）

か
ら
第
三
（
専
業
）
へ
の
転
廻
は
、
農
工
商
な
ど
の
原
身
分
か
ら
専
門
学

者
へ
と
い
う
、
実
質
的
な
身
分
的
変
改
へ
の
期
待
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で



懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
曰

あ
る
。続

い
て
筆
者
は
、
恢
徳
堂
に
お
け
る
身
分
意
識
か
ら
学
問
意
識
へ
の
展

開
過
程
を
現
実
化
し
た
も
の
と
し
て
、
壁
書
第
二
条
か
ら
宝
暦
八
年
度
学

寮
定
書
第
一
条
へ
の
変
化
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
規
定
が
抽
象
的
学

問
の
世
界
に
お
け
る
封
建
的
身
分
観
念
の
支
配
の
存
在
を
認
め
、
明
文
化

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
の
定
書
は
、
学
問
の
世
界
か
ら
封
建

的
身
分
観
念
を
、
更
に
は
社
会
的
経
済
的
な
階
級
差
を
も
排
し
、
学
問
的

観
念
を
以
っ
て
そ
れ
に
代
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
筆
者
は
、
右
の
如
き
変
改
が
、
梵
庵
の
死
を
契
機
と
し
て
行
わ

れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
を
登
庵
・
石
庵
・
五
同
志
を
中
心
と
す
る
草

創
当
初
の
学
問
観
と
、
中
井
竹
山
を
中
心
と
す
る
新
し
い
時
代
の
学
問
観

と
の
対
比
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
。
そ
の
上
で
、
竹
山

こ
そ
学
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
固
定
的
な
身
分
観
念
か
ら
の
学
問

の
独
立
を
企
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
天
下
の
大
阪
町
人
の
実
力

と
自
覚
と
を
社
会
的
背
景
と
し
た
、
合
理
的
な
学
問
意
識
の
顕
現
が
認
め

ら
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。

次
に
第
二
•
第
三
の
点
に
つ
い
て
、
庶
民
学
者
の
兼
業
か
ら
専
業
へ
の

移
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
為
、
筆
者
は
大
阪
の
庶
民
学
者
の
職
業

（
専
門
学
者
に
つ
い
て
は
出
身
職
業
）
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
農
工
商

そ
の
他
を
通
じ
て
富
裕
民
層
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
富
裕
層

に
兼
業
学
者
が
多
く
、
下
級
庶
民
層
に
専
門
学
者
へ
の
進
出
が
多
く
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
す
る
。
こ
の
原
因
に
つ
い
て
筆
者
は
、
富
裕
民

層
に
お
い
て
、
学
問
を
専
業
と
す
る
こ
と
が
身
分
的
経
済
的
に
何
ら
向
上

を
齋
さ
な
い
の
に
対
し
、
下
級
庶
民
層
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に

社
会
的
地
位
の
向
上
を
意
味
し
、
身
分
的
に
も
経
済
的
に
も
彼
ら
の
利
害

に
プ
ラ
ス
す
る
所
が
多
か
っ
た
為
、
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

身
分
意
識
か
ら
学
問
意
識
へ
の
展
開
を
現
実
に
規
定
し
た
も
の
は
、
庶
民

階
級
内
部
に
お
け
る
階
層
的
な
利
害
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と

す
る
。以

上
、
近
世
大
阪
の
庶
民
階
級
に
お
け
る
学
問
意
識
の
展
開
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
た
後
、
最
後
に
筆
者
は
中
井
竹
山
の
儒
者
観
を
一
瞥
し
、
竹

山
は
、
民
間
の
専
門
学
者
を
制
度
的
に
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
的

身
分
観
念
よ
り
の
学
問
意
識
の
解
放
を
更
に
一
歩
進
め
、
身
分
制
度
そ
の

も
の
の
中
に
甜
極
的
に
学
問
的
世
界
を
打
ち
た
て
よ
う
と
し
て
い
た
、
と

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
民
間
学
者
の
身
分
的
実
態
は
相
当
混
乱

し
て
お
り
、
学
問
意
識
の
独
立
と
い
う
こ
と
は
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
指
摘
し
、
と
く
に
階
層
的
な
利
害
に
よ
っ
て
、
学
問
意
識
を
封
建
身
分

観
念
の
な
か
に
閉
込
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
に
、
近
世
大

阪
庶
民
学
の
限
界
が
あ
っ
た
、
と
結
論
す
る
。
（
竹
田
健
二
）

⑱

論

文

こ

井

上

実

「

懐

徳

堂

学

派

の

経

済

思

想

I

と
く

に
中
山
竹
山
と
山
片
蝠
桃
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
ー
」
（
『
史

泉
』
第

41
号
・
昭
和
四
十
五
年
）

本
論
文
は
、
懐
徳
堂
学
派
の
経
済
思
想
と
し
て
中
井
竹
山
と
山
片
蝠
桃

の
思
想
を
取
り
上
げ
、
両
者
の
学
説
の
特
質
と
差
異
と
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
日
は
し
が
き
、
⇔
財
政
論
、
日
物
価
論
、
四
外
国
貿
易
、

伺
結
び
に
か
え
て
、
以
上
五
節
よ
り
成
る
。

H
中
井
竹
山
の
『
草
茅
危
言
』
は
江
戸
時
代
の
社
会
経
済
思
想
を
考
察

す
る
た
め
の
必
読
書
の
―
つ
で
あ
り
、
彼
の
門
人
山
片
蝠
桃
の
『
夢
の

三



懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
曰

代
』
は
、
封
建
制
の
枠
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
実
証

的
合
理
性
は
当
時
に
あ
っ
て
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
懐
徳
堂
は
庶

民
の
教
育
を
本
旨
と
し
た
が
、
町
人
の
学
問
は
町
人
社
会
の
種
々
の
生
活

体
験
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
と
き
、
独
自
の
内
容
を
附
与
し
、
必
ず
し
も

師
説
に
と
ど
ま
ら
な
い
学
説
の
推
移
を
見
る
。
以
下
、
両
著
を
比
較
し
な

が
ら
そ
の
見
解
の
差
異
を
把
握
し
、
そ
の
所
以
を
論
究
す
る
。

⇔
財
政
に
つ
い
て
、
蜻
桃
は
王
道
政
治
の
理
想
像
を
示
し
た
上
で
、
現

実
に
は
国
家
財
政
の
原
則
と
し
て
「
入
来
ル
高
二
合
七
テ
造
ヒ
出
ス
高
ヲ

定
ム
」
と
い
う
ヰ
皐
入
制
出
説
を
掲
げ
、
経
済
的
合
理
性
を
要
求
す
る
。
竹

山
も
ま
た
同
一
の
説
を
主
張
し
て
、
さ
ら
に
諸
侯
の
財
政
窮
乏
を
論
じ
、

r

r

 

財
政
難
打
開
策
と
し
て
諸
侯
の
滞
借
整
理
、
公
役
猶
予
、
質
素
倹
約
な
ど

綿
密
な
方
策
を
論
じ
て
い
る
。
蜻
桃
は
特
に
奢
俊
を
お
さ
え
、
倹
約
す
る

こ
と
を
財
政
論
の
根
本
原
則
と
み
て
い
る
。

伺
物
価
腑
貴
の
原
因
と
し
て
、
竹
山
は
貨
幣
改
鋳
と
諸
株
運
上
を
挙

げ
、
そ
の
対
策
と
し
て
「
金
銭
二
幣
を
旅
正
」
し
「
諸
株
を
停
廃
し
、
諸

運
上
を
一
切
恩
免
」
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
蝠
桃
も
貨
幣
品
位
説
の
立

場
か
ら
貨
幣
改
鋳
と
物
価
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
物
価
騰
貴
の
必
然
性

を
指
摘
す
る
。
し
か
し
物
価
対
策
に
つ
い
て
は
竹
山
と
異
な
り
、
物
価
は

需
給
の
関
係
で
自
然
に
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
権
力
が
無
理
に
引
き

下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
専
ら
商
人
に
任
せ
よ
と
主
張
す

る
。
こ
こ
に
は
、
幕
府
の
物
価
政
策
を
批
判
し
た
婚
桃
の
経
済
的
自
由
主

義
思
想
が
あ
る
。
ま
た
帳
合
米
取
引
に
つ
い
て
、
竹
山
は
こ
れ
を
排
撃
し

て
い
る
が
、
蝠
桃
は
こ
の
働
き
を
高
く
評
価
し
、
相
場
師
と
し
て
の
商
人

の
機
能
の
正
当
性
、
商
業
活
動
の
自
由
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
都
府

の
低
米
価
政
策
を
批
判
し
、
高
米
価
論
を
提
唱
し
て
い
る
。

四
外
国
貿
易
は
、
竹
山
も
蜻
桃
も
認
め
て
い
る
。
竹
山
は
無
用
な
品
の

諭
入
禁
止
と
金
銀
銅
の
流
出
の
抑
制
を
主
張
す
る
が
、
金
銀
の
流
出
よ
り

も
民
用
に
切
な
る
も
の
と
し
て
特
に
銅
の
流
出
を
痛
嘆
し
て
い
る
点
に
、

懐
徳
堂
学
者
と
し
て
の
実
用
主
義
的
な
学
問
態
度
が
読
み
と
れ
る
。
彼
は

具
体
的
に
は
、
わ
が
国
の
貨
物
を
多
く
輸
出
し
、
金
銀
銅
に
よ
る
決
済
を

減
ら
し
、
薬
種
な
ど
有
用
品
の
輸
入
を
主
張
す
る
。
蝠
桃
の
金
銀
銅
鉄
の

流
出
に
つ
い
て
の
見
解
は
竹
山
と
異
な
る
。
蜻
桃
は
「
我
邦
ハ
金
銀
銅
鉄

多
キ
ニ
ョ
リ
テ
」
「
コ
ノ
上
百
年
、
二
百
年
過
ル
ト
テ
モ
」
不
足
す
る
こ

と
は
な
い
と
言
い
、
中
井
履
軒
の
、
金
銀
は
国
外
へ
流
出
し
て
も
買
戻
し

が
可
能
で
あ
る
か
ら
惜
し
む
こ
と
は
な
い
と
い
う
説
を
支
持
す
る
。
竹
山

履
軒
．
蜻
桃
は
、
金
銀
銅
の
用
途
的
価
値
の
み
を
評
価
し
、
貨
幣
な
い
し

そ
の
素
材
と
し
て
の
条
件
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
ま
た
蜻
桃
は
外
国
貿
易

を
認
め
て
は
い
た
が
、
つ
い
に
鎖
国
体
制
据
設
論
者
と
し
て
と
ど
ま
っ
て

、
i

)

。

ヽ
t箇

蝠
桃
は
「
竹
山
先
生
ハ
我
ガ
常
ノ
師
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
論
ズ
ル
処
、
ミ

ナ
先
生
二
聞
ク
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
特
に
高
米

価
論
、
器
府
の
物
価
統
制
反
対
1
1
商
業
活
動
自
由
論
、
米
相
場
論
な
ど
に

顕
著
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
蝠
桃
の
主
張
は
、
彼
が
き
び
し

い
経
済
生
活
の
う
ち
に
、
経
済
現
象
に
つ
い
て
の
鋭
い
感
覚
を
も
っ
て
と

ら
え
た
経
済
的
法
則
性
で
あ
り
、
彼
の
徹
底
し
た
合
理
的
思
考
が
生
ん
だ

独
剖
的
立
言
で
あ
っ
た
。
た
だ
蝠
桃
の
学
問
も
竹
山
の
学
問
も
、
そ
の
徹

底
し
た
現
実
主
義
・
合
理
主
義
の
あ
ま
り
、
現
鎖
国
体
制
を
是
認
し
、
封

建
体
制
の
枠
を
決
し
て
乗
り
こ
え
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
現
実
を
直
視

し
鋭
い
観
察
力
を
も
っ
て
批
判
し
た
と
こ
ろ
は
、
新
し
い
事
態
に
即
応
し

た

封

建

支

配

の

改

良

策

で

あ

っ

た

。

（

杉

山

一

也

）

―
―
四



懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
回

⑲
論
文
益
踪
井
定
義
「
懐
徳
堂
創
立
の
こ
ろ
と
官
許
初
講

義
」
（
『
大
阪
府
立
大
学
歴
史
研
究
』

13
号
・
昭
和
四
十
六

年
）

本
論
文
は
、
筆
者
の
「
骸
徳
堂
経
営
の
一
端
」
（
木
村
武
夫
先
生
還
暦

記
念
『
日
本
史
の
研
究
』
所
収
）
の
続
編
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
降
の
大

阪
町
人
の
消
極
的
教
育
態
度
に
対
し
、
江
戸
時
代
全
盛
期
に
、
そ
の
先
人

が
彼
ら
の
学
問
所
を
創
立
•
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
積
極
的
行
為
が
、
何

故
、
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
篇
は
一
、

ま
え
が
き
・
ニ
、
懐
徳
堂
創
立
の
こ
ろ
．
―
―
-
、
五
同
志
の
略
伝
・
四
、
官

許
懐
徳
堂
初
講
義
・
五
、
あ
と
が
き
の
五
部
か
ら
成
る
。
以
下
、
ま
え
が

き
を
除
く
各
篇
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二
、
懐
徳
堂
創
立
の
こ
ろ

経
済
発
展
の
時
代
区
分
に
従
う
と
、
懐
徳
堂
創
立
の
頃
は
、
江
戸
中
期

（
幕
府
成
熟
期
）
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
享
保
の
一
七
一

0
年
代
を
近

代
化
の
基
点
と
し
て
取
り
扱
う
な
ら
ば
、
解
体
期
幕
藩
体
制
の
変
質
期
に

入
っ
た
と
も
見
ら
れ
、
享
保
改
革
が
実
施
さ
れ
た
点
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
下
降
期
に
入
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

享
保
改
革
に
よ
っ
て
景
気
は
沈
静
し
、
武
士
階
級
と
下
層
階
級
の
経
済

的
困
難
は
増
大
し
た
。
一
方
、
町
人
の
勢
カ
・
商
業
資
本
は
次
第
に
発
展

し
、
最
終
的
に
は
商
業
活
動
の
中
心
で
あ
る
大
阪
に
影
響
を
与
え
、
上
方

に
お
け
る
文
化
の
発
達
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
大
阪

に
生
ま
れ
た
学
問
研
究
の
場
が
懐
徳
堂
で
あ
る
。

懐
徳
堂
創
立
と
相
前
後
し
て
、
蘭
学
・
心
学
（
石
門
心
学
）
と
い
う
二

つ
の
学
問
が
起
こ
っ
た
。
蘭
学
は
主
と
し
て
自
然
科
学
系
統
の
学
問
に
限

―
―
五

ら
れ
て
い
た
が
、
経
済
思
想
を
実
証
的
合
理
的
傾
向
へ
と
展
開
さ
せ
た
。

大
阪
町
人
の
学
問
に
対
す
る
問
題
意
識
も
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
心
学
も

ま
た
、
町
人
の
知
的
欲
求
に
応
じ
、
封
建
社
会
に
お
け
る
商
業
活
動
を
是

認
し
、
実
証
的
合
理
性
を
も
た
せ
た
学
問
で
あ
っ
た
。

―
―
-
、
五
同
志
の
略
伝

石
田
誠
太
郎
著
『
大
阪
人
物
誌
』
、
西
村
時
彦
著
『
懐
徳
堂
考
』
、
宮
本

又
次
著
『
大
阪
町
人
』
、
『
東
区
史
』
等
の
先
人
の
研
究
を
参
照
し
、
懐
徳

堂
創
立
に
尽
力
し
た
中
村
良
斎
・
富
永
芳
春
・
長
崎
克
之
•
吉
田
可
久
・

中
山
宗
吉
の
、
い
わ
ゆ
る
五
同
志
の
略
伝
を
載
せ
て
い
る
。

四
、
官
許
懐
徳
堂
初
講
義

享
保
十
一
年
十
月
五
日
の
三
宅
石
庵
に
よ
る
「
官
許
懐
徳
堂
初
講
」
、

す
な
わ
ち
『
論
語
』
学
而
篇
第
一
章
・
『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
上
第
一
章
の

講
義
の
内
容
、
及
び
諧
筵
に
列
し
た
会
徒
の
氏
名
を
掲
載
し
て
い
る
。

五
、
あ
と
が
き

懐
徳
堂
の
創
立
は
、
実
証
的
合
理
的
傾
向
を
も
つ
蘭
学
と
心
学
の
成
立

と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
掲
の
『
孟
子
』
の
諧
義
内

容
か
ら
、
石
庵
が
懐
徳
堂
の
講
義
に
お
い
て
、
町
人
に
最
も
関
係
の
深

い
、
利
に
対
す
る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

封
建
社
会
に
お
け
る
大
阪
町
人
に
、
懐
徳
堂
が
ど
の
よ
う
な
影
轡
を
与

え
た
か
、
彼
ら
の
商
業
活
動
に
合
理
性
を
見
出
し
得
た
か
、
そ
の
思
想
が

町
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
得
た
か
と
い
っ
た
点
は
、
依
然
問
題
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
明
が
、
大
阪
町
人
の
懐
徳
堂
創
立
の

目
的
が
那
辺
に
存
在
し
た
か
と
い
う
、
究
極
の
問
題
解
決
の
鍵
で
あ
る
。

（
寺
門
日
出
男
）




